
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中山地区公民館 
伊予市中山町出渕２-138-1 

T E L  967-1111 

F A X  967-1101 

中山町（4 月末現在） 

人 口  ２,919 人（-11） 

男性 1,383 人（-7） 

女性 1,536 人（-4） 

世帯数 1,332 戸（-1） 

中山さつき展 愛情たっぷりのさつきに来場者うっとり 

 

「第３４回中山さつき展競技花品評会」 入賞者（敬称略） 

中山地区公民館レクバレー大会 ６/２３開催 

６月２３日（日）午前８時３０分から、中山小学校他

体育館を会場に恒例の「中山地区公民館 レクリエーシ

ョンバレーボール大会」が開催されます。 

 分館対抗で、息の合ったプレーと熱い声援で盛り上が

ることまちがいなし。 

スポーツに親しんでいる方も縁遠い方も誘いあってのご

参加をお待ちしております。応援だけの方もウエルカム。 

 
 

「陽
かげ

  炎
ろ う

」の部 「 紅
くれない

の天使」の部 

 
○伊予市長賞 

○伊予市教育長賞 

○中山地区公民館長賞 

○中山町文化協会長賞 

○中山支館長賞 

岡田  章  

大本 孝志 

長田 直一 

宮崎 廣實 

松本 正光 

宮崎 廣實 

長田 直一 

大本 孝志 

門田 重明 

岡田  章 
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「陽  炎」 

市長賞作品 

 

「紅の天使」 

市長賞作品 
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1 土

2 日
中山支館一斉清掃・防災対策
第２２回野中支館球技大会

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土 第31回伊予中山ホタルまつり

9 日

10 月

11 火

12 水 中山・佐礼谷わんぱく塾開塾式

13 木

14 金

15 土

16 日 佐礼谷老人クラブ奉仕作業

17 月

18 火

19 水

20 木 佐礼谷老人クラブ研修旅行

21 金

22 土

23 日 中山地区公民館レクバレー大会

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日

６月の行事予定

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

昔、御用飛脚であった端（伊予市三秋）の佐衛門という人がお

りました。大洲藩と松山藩を結ぶ飛脚でした。 

ある深夜、この犬寄峠にさしかかったところ、突然一匹の山

犬に襲われたので、一刀のもとに斬り伏せました。山犬は一声

高く「ウォーッ」と叫びながら息絶えました。その山犬のこだ

まの余韻が終わらぬ間に、数十数百匹の山犬が佐衛門を取り囲

み、食い殺されそうになったので、急いでそばにあった松の木

に登り難を逃れようとしました。山犬達は一団となって円陣を

作り、その円陣の上に肩車を組んで次第次第に攻め上がってき

ました。佐衛門は必死になって犬をなぎ斬り防ぎましたが、力

尽きてあわや餌食となりかけました。 

この時、ふと、佐衛門の持つ刀の目抜きに鶏の彫り物があっ

て「この鶏は血潮のぬくもりを得るとき、精を得て歌う」との

ことを思い出し、神に祈ったところ、刀は不思議にもコケコッ

コーと高らかに鳴きました。山犬達は驚いて夜が明けては大変

だと、逃げて行ったということです。 

以来、誰ともいうことなく、この峠を犬寄峠と呼ぶようにな

ったということです。          （中山史談会） 

 
中山町に伝わる民話や伝説をご紹介します 
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芳
子 

～中山町のむかしばなし～ 


